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○
準
備
型
…
農
業
技
術
及
び
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

の
た
め
の
研
修
に
専
念
す
る
就
農
希
望
者
を
支
援
。

※
対
象
者

都
道
府
県
が
認
め
た
研
修
機
関
、
先
進

農
家
、
先
進
農
業
法
人
で
研
修
を
受
け
る
就
農
希

望
者
。（
就
農
予
定
時
の
年
齢
が

歳
未
満
）

45

○
経
営
開
始
型
…
経
営
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
新
規

就
農
者
の
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
を
支
援
。

※
対
象
者

農
業
経
営
開
始
後
５
年
以
内
の
者
（
就

農
時
の
年
齢
が

歳
未
満
）。

45

※
対
象
者
に
は
右
記
事
項
以
外
に
も
要
件
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
検
討
致
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
参
考
資
料

農
林
水
産
省

Ｈ
Ｐ
掲
載

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/new

_farm
er/n_

syunou/roudou.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
政
策
課

農
林
振
興
係
（
内
線
４
１
５
）

熊
本
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
派
遣
労
働

者
や
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働
と
い
う
働
き
方
を
お
考
え

の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、
労
働
者
派
遣
法
及
び
労
働

基
準
法
等
の
労
働
関
係
法
令
や
労
働
者
派
遣
制
度
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
会
と
、
派
遣
労
働

に
関
す
る
相
談
や
正
社
員
へ
の
就
職
等
、
個
別
相
談

に
応
じ
る
相
談
会
を
内
容
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
左
記

に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
開
催
日
時
・
場
所

①
平
成

年
２
月
８
日
（
金
曜
日
）

25

午
後
１
時

分
～
午
後
４
時

30

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

（
菊
池
市
隈
府
７
７
１－

１
）

℡
０
９
６
８－

２
４－

８
６
０
９

②
平
成

年
２
月

日
（
火
曜
日
）

25

12

午
後
１
時

分
～
午
後
４
時

30

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

（
八
代
市
清
水
町
１－

）
34

℡
０
９
６
５－

３
１－

８
６
０
９

③
平
成

年
２
月

日
（
金
曜
日
）

25

15

午
後
１
時

分
～
午
後
４
時

30

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
本

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
６－

１－

）
38

℡
０
９
６－

３
７
１－

８
６
０
９

○
説
明
会

・
労
働
者
派
違
法
と
労
働
者
派
遣
の
し
く
み
に
つ
い

て
・
労
働
基
準
関
係
法
令
の
ポ
イ
ン
ト

○
相
談
会

・
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
こ
と

・
正
社
員
へ
の
就
職
等
の
相
談

○
定
員

名
30

■
参
加
申
込
み
先

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部

需
給
調
整
事
業
室

-
-

℡
０
９
６
２
１
１
１
７
３
１

新
規
就
農
者
支
援
情
報

青
年
就
農
給
付
金
事
業

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

ご
案
内
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あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
１
月

日
現
在
）

15

・
南
阿
蘇
え
ほ
ん
の
く
に

・
高
森
町
駐
在
嘱
託
員

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登
記
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続

等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊
本
地
方
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

○
日
時

平
成

年
２
月

日
（
第
３
木
曜
日
）
午

25

21

前

時

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

10

30

※
た
だ
し
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま
す
。

○
場
所

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

-
-

℡
０
９
６
３
６
４
２
１
４
５
（
代
表
）

無
料
登
記
相
談
所
開
設
し
ま
す

第53回熊日書道展

代宮司幽峰氏が熊本市賞受賞
ゆうほう

九
州
北
部
豪
雨
災
害
へ
の
義
援
金
・

見
舞
金
を
い
た
だ
い
た
方
々

代宮司幽峰さん（本名・代
宮司佐冨美さん（高森・下町））
が、第53回熊日書道展・少字数の部へ作品「鴛」を
出品し、見事「熊本市賞」を受賞されました。同展は、
書家の研鑽の場として開催されており、今回５部門
計417点（少字数66点）出品の中から選ばれました。
表彰式は、昨年の12月23日に熊日本社で行われま
した。おめでとうございます。

12月５日、高森町食生活改
善推進員連絡協議会30周年記
念大会が高森総合センターで開
催され、講演や活動報告などの
発表がありました。
１月18日には、津留五月会長ほか役員が役場を
訪れ、記念品（電波時計）を町へ寄贈されました。
寄贈された電波時計は、現在、役場庁舎１階の町民
相談室に設置されています。

高森町食生活改善推進員連絡協議会
町へ電波時計を寄贈

▲熊本日日新聞 平成24年12月12日付



26 2013・２Takamori

○
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様
（
０
歳
～
中

学
校
を
卒
業
ま
で
）
を
対
象
と
し
、
そ
の
保
護
者

の
生
活
状
況
が
、
一
定
の
要
件
（
住
民
税
の
非
課

税
等
）
に
合
致
す
る
方
。

○
貸
付
金
額
（
貸
付
対
象
者
一
人
に
対
し
て
）

貸
付
と
同
時
に
一
時
金

…

万
５
千
円

15

貸
付
期
間
中

月

額

…

２
万
円

小
・
中
学
校
入
学
時
に

入
学
支
度
金

…

４
万
４
千
円

○
貸
付
期
間

貸
付
決
定
の
月
か
ら
中
学
卒
業
の
月

ま
で

○
利
子

無
利
子

○
返
還
方
法

一
括
返
還
ま
た
は
、

年
以
内
の
均

20

等
割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
）
に
よ
る
返
還

方
法
を
選
択
。（
高
校
・
大
学
に
進
学
し
た
場
合
、

在
学
期
間
は
返
還
猶
予
で
き
る
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所
局

-

熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
４
７

-
-

℡
０
９
６
３
２
２
５
２
２
９

○
対
象
者

自
動
車
事
故
で
「
脳
」、「
脊
髄
」、「
胸

腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
持

ち
、
「
常
時
」
又
は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
方
。

○
支
給
額

常
時
要
介
護
の
方

…

自
賠
責
後
遺
障
害
等
級

「
１
級
１
号
」
又
は
「
１
級
２
号
」

月
額

…

５
８
，
５
７
０
円

～
１
３
６
，
８
８
０
円

随
時
要
介
護
の
方

…

自
賠
責
後
遺
障
害
等
級

「
２
級
１
号
」
又
は
「
２
級
２
号
」

月
額

…

２
９
，
２
９
０
円～

５
４
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所
局

-

熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
４
７

-
-

℡
０
９
６
３
２
２
５
２
２
９

熊
本
県
で
は
、
平
成

年
度
か
ら
阿
蘇
地
域
振
興

22

局
総
務
振
興
課
内
に
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ

ン
チ
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

就
職
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

お
お
む
ね

歳
未
満
の
方
又
は

35

保
護
者
の
方
、
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

○
お
手
伝
い
の
内
容

就
職
に
関
す
る
相
談
、
出
張

相
談
、
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
求
人
の
開
拓
、

職
業
適
性
診
断

○
相
談
時
間

平
日

時
～

時

10

17

（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

-
-

℡
０
９
６
７
２
２
８
１
７
８

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
」

の
ご
案
内

若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す

「
介
護
料
支
給
」
の
ご
案
内
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夜
間
、
お
子
様
の
急
病
や
ケ
ガ
で
心
配
な
と
き
の

小
児
救
急
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県

で
は
、
子
ど
も
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
に
対
す
る
保
護

者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
県
下
全
域
を
対
象
と

し
て
、
夜
間
に
お
け
る
小
児
救
急
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

受
付
は
、
毎
日
、
午
後
７
時
か
ら
午
前
０
時
ま
で
、

看
護
師
又
は
必
要
に
応
じ
て
小
児
科
医
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

電
話
番
号
は
、「
＃（
シ
ャ
ー
プ
）８
０
０
０
番
」（
た

だ
し
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
光
電
話
か
ら

は
、
０
９
６－

３
６
４－

９
９
９
９
）
で
す
。

急
な
病
気
や
ケ
ガ
に
関
す
る
応
急
処
置
や
受
診
可

能
な
医
療
機
関
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
誌
は
毎
月
３
，
２
０
０
部
を
印
刷
し
、
町
内
配

布
と
と
も
に
高
森
出
身
の
皆
さ
ま
に
も
お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

本
誌
は
メ
ー
ル
便
の
場
合
、
１
ヶ
月
に

円
か
か

80

り
ま
す
。（
広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金
（
小
為
替
な
ど
）
や
、

円
以

90

下
の
少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の
ご
寄
付
を
毎
年
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
推
進
課

政
策
企
画
係

内
線
１
５
３

俺
な
ら
ば

オ
バ
マ
に
代
り
銃
規
制

知
恵
の
無
さ

六
時
過
ぎ
た
ら
半
額
よ

せ
か
ら
し
か

原
稿
取
り
が
泊
り
込
み

知
恵
の
無
さ

撒
き
餌
せ
ん
け
ん
つ
っ
こ
く
る

知
恵
の
無
さ

男
下
駄
で
ん
お
き
な
は
り

結
局
金

薄
給
見
捨
て
玉
の
輿

癖

苦
労
話
に
す
ぐ
泣
か
す

結
局
金

貴
男
だ
け
よ
と
言
う
た
く
せ

ど
う
し
た
の

妙
に
す
っ
き
り
片
づ
い
て

結
局
金

無
料
に
つ
ら
れ
飛
び
つ
い
た

知
恵
の
無
さ

つ
か
ま
る
詐
欺
は
詐
欺
で
無
ァ

初
空
に
災
害
の
山
白
く
光
り

歳
月
が
す
と
ん
と
止
る
枯
木
立

大
阿
蘇
よ
四
方
に
輝
け
初
光
り

よ

も

百
八
ッ
聞
き
つ
夢
路
と
な
り
に
け
り

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原

正
成

大
塚
ほ
た
る

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

瀨
田

博

後
藤

法
龍

本
田

訓
子

森

政
隆

熊
本
県
小
児
救
急
電
話
相
談

俳

句
（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す


